















































































































































































































































































































































































































































































































































『Formal Expressions for Japanese Interaction 待遇表現』（1991）Inter-University Center for
Japanese Language Studies 編,  The Japan Times




































1 表現をする人。蒲谷他（1998 p. 3）
2「表現主体」が認識した自分自身。蒲谷他（1998 p. 6）
3「表現主体」が認識した表現の相手。蒲谷他（1998 p. 6）








































15「表現意図 X」を典型的な「表現 X’」ではなく「表現 Y’」で実現する「表現」蒲谷（1998
p. 24）
16「「表現主体」が「表現意図」を叶えるための表現上の一まとまり」蒲谷他（1998）
17「X」シナイ ・「X」シナイカ・「X」シヨウカ・「X」シヨウヨ・「X」スル ・「X」スル
カ・「X」シヨウ・「X」シナサイヨ・「X」シロ・「X」スル
18「内容」に含まれる行為の主体を示す。A→「相手」J→「自分」
135
待遇表現としての「提案表現」の「提示」類型に関する一考察
